
CSR推進活動の目標

企業理念

企業行動規範

CSR方針
・リスクマネジメント方針
・コンプライアンス方針
・情報セキュリティ方針
・基本品質方針
・情報開示方針

CSR委員会

CSR目標を策定

従業員 お取引先
地域社会・
国際社会

環 境
株主・投資家
の皆さま

お客様

企業理念、企業行動規範、CSR方針をもとに
ステークホルダーの期待･要請に配慮したCSR目標を設定。

当社グループの重要課題を特定し、
30項目を設定しました

・調達方針
・人財方針
・労働安全衛生基本方針
・社会貢献方針
・環境方針

　企業理念に基づいて当社グループの
経済・環境・社会活動をグローバルな視点で
再点検し、社会に説明責任を果たすことで、
企業価値の向上、ひいては社会の持続的
発展に寄与することを「私たちのCSR」と考
えます。
　2010年に設置したCSR委員会は、CSR
方針を実践するために年度重点課題を決定
するほか、各専門委員会、各部署のCSRに
関する活動の把握、評価、提言を行い、
全体最適なCSR活動による基盤強化を
目指しています。
　私たち日本特殊陶業グループは、お客様、
株主・投資家の皆さまをはじめとするさま
ざまなステークホルダーと関係し、支えられ
て成り立っています。そのため、当社グループ
が今後も持続可能な企業であるためには、
ステークホルダーの皆さまの期待・要請に
応えながら、ビジネスの成長を目指して
いく必要があります。
　2014年度の目標設定にあたっては、
各専門委員会・部署がステークホルダーの
皆さまからの期待・要請を認識したうえで、
企業理念、企業行動規範、CSR方針に照らし
合わせて目標を起案し、CSR委員会で承認
しました。
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詳細はWEBへ

マネジメント

コンプライアンス

全社的ＣＳＲ
マネジメント

全社的
推進体制

機密管理

輸出管理

情報セキュリティ
知的財産権
の尊重・保護

BCP／BCM

全社的リスク
マネジメント

リスクマネジメント

安全・品質

情報開示

雇用・人権

労働安全衛生

CSR調達

社会貢献

環　境

お取引先と
ともに

環境を守るために

地域社会・
国際社会とともに

従業員と
ともに

お客様とともに

株主・
投資家の
皆さまと
ともに

CSR目標

取り組み分野 担当部門 頁中期目標（２０１５年度目処）

・グローバルでのCSRのPDCA推進

・グローバルでのCSR浸透活動の推進

・グローバルでの推進体制の整備と違反対応の徹底

・未然防止活動の実施

・意識調査などによる定期的な実態把握

・全社的機密管理のPDCAの継続的改善およびグローバル展開

・輸出管理の専門教育と監視体制の強化

・グローバルでのネットワークセキュリティ標準の策定

・知的財産権に関する機密管理・コンプライアンス体制の確立

・全社的BCPの再点検・整備とBCMへの移行

・グローバルでの調達BCPの構築

・IT-BCP施策の実践

・当社に適合した全社的リスクマネジメントの構築

・ものづくり力強化のための全社的な製品、業務、仕組みの継続的改善

・財務報告に係る内部統制状況の維持・向上

・グローバルでの分かりやすく親しみやすい情報発信

・ステークホルダーの期待と社会トレンドの変化を捉えた情報発信

・経営戦略・経営方針を実現するための人事制度・教育体系の確立

・職能別人材育成システムの構築

・人材採用マネジメントの確立

・グローバルでの人材登用の推進

・ダイバーシティの推進

・新リスクアセスメントの浸透と定着

・安全に行動できる人づくりとグローバルでの安全文化の醸成

・健康リスクを最小化する体制・意識づくりとシステムの構築

・安全に精通した人づくりと教育体系・システムの構築

・お取引先評価の新基準の運用

・グローバルでのCSR調達の展開

・社会貢献活動の充実

・エコビジョン2015の達成と環境経営のグローバル化

機密管理委員会

輸出管理委員会

情報システム部

知的財産部

BCM.WG

調達本部

情報システム部

リスク管理WG

全社品質委員会

経理部

広報室、CSR推進室

CSR推進室

人事部

安全衛生委員会

総務部門、CSR推進室

環境委員会

CSR推進室

調達本部、CSR推進室

コンプライアンス
委員会

▼13p

▼30p

▼29p

▼30p

▼15p

▼17p

▼20p
▼20p

▼19p

▼22p

▼21p

▼18p

▼23p

▼26p
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